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学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
移
転
新
築

来
月
中
旬
か
ら
建
設
工
事

来
月
中
旬
か
ら
建
設
工
事

市
道
拡
幅
の
用
地
取
得
も
完
了

　
赤
穂
市
が
来
年
９
月
の

運
用
開
始
を
目
指
し
て
移

転
新
築
す
る
新
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
概

要
が
１９
日
に
公
表
さ
れ

た
。
食
品
安
全
に
配
慮
し

た
施
設
設
計
や
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
食
の
調
理
可
能
な

設
備
を
整
え
、「
将
来
に

わ
た
っ
て
安
全
で
安
心
な

学
校
給
食
を
継
続
的
に
提

供
で
き
る
施
設
整
備
を
目

指
す
」（
同
セ
ン
タ
ー
）

と
し
て
い
る
。

　
概
要
書
に
よ
る
と
、
浜

市
の
約
６
５
０
０
平
方
㍍

の
敷
地
に
鉄
骨
造
り
２
階

建
て
の
給
食
セ
ン
タ
ー
棟

を
は
じ
め
車
庫
、
備
蓄
倉

庫
な
ど
を
建
設
す
る
。
給

食
セ
ン
タ
ー
棟
の
延
床
面

積
は
約
２
４
０
０
平
方
㍍

で
、
食
材
の
入
荷
か
ら
下

処
理
、調
理
、配
送
ま
で
後

戻
り
せ
ず
一
方
通
行
で
進

め
ら
れ
る
動
線
と
し
、
交

差
汚
染
が
起
き
な
い
仕
組

み
。
配
送
車
に
積
み
込
む

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
は
搬
出

口
に
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
を

密
着
で
き
る
ド
ッ
ク
シ
ェ

ル
タ
ー
型
で
外
部
か
ら
虫

や
ほ
こ
り
な
ど
を
入
り
込

ま
せ
な
い
構
造
に
な
る
。

　
最
大
４
６
０
０
食
の
調

理
が
可
能
。
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
食
は
専
用
の
調
理
室

と
洗
浄
ラ
イ
ン
を
設
け
、

卵
と
牛
乳
の
２
種
類
に
対

応
す
る
（
提
供
開
始
は
２

０
２
６
年
度
か
ら
の
見
込

み
）。
新
た
に
蒸
気
で
食

材
を
加
熱
す
る
ス
チ
ー
ム

２６
日
と
２７
日

に
一
般
質
問

　
赤
穂
市
議
会
は
６
月
２６

日（
水
）と
２７
日（
木
）、
第

２
回
定
例
会
本
会
議
で
一

般
質
問
を
行
う
。

　
両
日
と
も
午
前
９
時
半

に
開
会
。２６
日
は
１０
議
員
、

２７
日
は
５
議
員
が
登
壇
す

る
。
傍
聴
は
市
役
所
７
階

で
受
付
。
赤
穂
市
議
会
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
サ
イ

ト
で
ラ
イ
ブ
配
信
あ
り
。

質
問
項
目
の
主
な
内
容

（
赤
穂
民
報
ま
と
め
）
は

表
の
と
お
り
。

　 　

「
未
来
と
自
分
は
変
え
ら
れ
る
」

　

ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ

「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｏ
」
の
元
メ

ン
バ
ー
で
、
重
度
の
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
を
公
表
し

て
い
る
山
口
達
也
さ
ん

（
５２
）の
講
演
会
が
８
日
、

中
広
の
赤
穂
化
成
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
で
あ
り
、

「
孤
独
か
ら
の
脱
却
」
と

題
し
て
依
存
症
に
日
々
向

き
合
っ
て
い
る
自
身
の
経

験
を
語
っ
た
。

　

山
口
さ
ん
は
不
祥
事
に

よ
り
２
０
１
８
年
に
所
属

事
務
所
を
退
所
。
そ
の
２

年
後
に
飲
酒
運
転
で
バ
イ

ク
事
故
を
起
こ
し
、
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
と
診
断
さ

れ
た
。「
こ
の
病
気
と
一

生
付
き
合
っ
て
い
く
」
と

い
う
覚
悟
を
決
め
た
上

で
、
飲
酒
運
転
防
止
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
メ
ン
タ

ル
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な

ど
の
資
格
を
取
得
。
現
在

は
依
存
症
や
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
な
ど
を
テ
ー
マ
に
講
演

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

講
演
で
山
口
さ
ん
は
、

か
つ
て
の
自
分
を
「
酒
が

飲
め
る
の
が
一
人
前
の
大

人
で
、
人
生
に
必
要
な
も

の
だ
と
思
っ
て
い
た
」
と

振
り
返
り
、
３０
代
半
ば
か

ら
次
第
に
ア
ル
コ
ー
ル
に

依
存
す
る
生
活
に
陥
っ
て

い
っ
た
と
明
か
し
た
。

「
友
達
や
先
輩
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む

た
め
の
お
酒
が
、
気
が
つ

け
ば
酔
う
た
め
に
使
用
す

る
薬
物
に
な
っ
て
い
た
。

事
故
を
起
こ
す
ま
で
気
が

つ
い
て
い
な
か
っ
た
」。

　

「
問
題
を
起
こ
し
て
芸

能
界
を
去
り
、
貯
金
も
友

達
も
失
っ
た
」
と
い
う

中
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

患
者
の
自
助
グ
ル
ー
プ
に

加
わ
っ
た
こ
と
で
自
分
自

身
や
依
存
症
を
見
つ
め
る

こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　

今
で
も
「
気
が
つ
け
ば

お
酒
の
こ
と
を
考
え
て
し

ま
う
」
と
い
う
。「
こ
う

し
て
人
前
で
経
験
を
話
す

こ
と
で
一
秒
一
秒
、
一
生

懸
命
止
め
て
い
る
。
こ
れ

が
自
分
の
治
療
法
。
過
去

と
他
人
は
変
え
ら
れ
な
い

が
、
未
来
と
自
分
は
変
え

ら
れ
る
」
と
語
り
、「
回

復
は
自
分
一
人
で
は
無

理
。
周
り
の
理
解
が
孤
独

を
溶
か
し
て
い
く
」
と
周

囲
の
協
力
の
必
要
性
も
強

調
し
た
。

　

「
赤
穂
市
福
祉
の
つ
ど

い
」（
主
催
・
赤
穂
市
、赤

穂
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

の
記
念
講
演
で
約
３
０
０

人
が
来
場
し
た
。（
写
真

は
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に

向
き
合
う
自
身
の
経
験
を

語
っ
た
山
口
達
也
さ
ん
）

コ
ン
ベ
ク
シ
ョ
ン
オ
ー
ブ

ン
を
導
入
し
、「
調
理
で

き
る
メ
ニ
ュ
ー
の
幅
が
広

が
り
、
よ
り
お
い
し
い
給

食
を
提
供
で
き
る
」
と
い

う
。
自
動
化
に
よ
る
省
力

化
で
職
員
の
労
働
環
境
改

善
を
図
る
。

　
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、

新
セ
ン
タ
ー
へ
接
続
す
る

市
道
の
拡
幅
に
必
要
な
用

地
取
得
は
、
難
航
し
て
い

た
地
権
者
と
の
交
渉
が
ま

と
ま
り
、
１８
日
に
売
買
契

約
を
締
結
で
き
た
と
い

う
。
６
月
２８
日
に
地
元
自

治
会
を
対
象
に
建
設
工
事

説
明
会
を
開
き
、
７
月
中

旬
か
ら
工
事
を
ス
タ
ー
ト

す
る
予
定
。
現
場
で
は
す

で
に
土
地
の
造
成
に
取
り

か
か
っ
て
お
り
、「
工
程

を
調
整
す
れ
ば
来
年
９
月

の
運
用
開
始
に
間
に
合

う
」
と
い
う
。

　
建
設
工
事
は
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
選
定

さ
れ
た
阿
比
野
建
設
（
姫

路
市
）
を
代
表
企
業
と
す

る
グ
ル
ー
プ
が
請
け
負

う
。
契
約
金
額
２６
億
７
０

８
０
万
円
（
基
本
計
画
策

定
費
、
地
質
調
査
費
、
用

地
取
得
費
な
ど
除
く
）
は

折
か
ら
の
物
価
高
騰
の
影

響
も
あ
り
、
今
後
増
額
に

な
る
見
通
し
だ
。（
写
真

は
来
年
９
月
の
運
用
開
始

を
目
指
す
新
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
完
成
予
想
図
）
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▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
２
・
８
６
８
４

　
▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３
　

　
▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
65
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

引
取
納
車
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　
▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て
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市
民
ガ
イ
ド

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　
▼
「
く
ら
電
」
＝
ア
ン

テ
ナ
／
エ
ア
コ
ン
／
電
気

工
事
・
家
電
販
売
・
給
湯

器
取
替
は
も
ち
ろ
ん
、
樹

木
伐
採
・
家
具
移
動
・
雨

樋
掃
除
等
自
分
で
は
無
理

と
思
っ
た
ら
お
気
軽
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。
尾
崎
☎

25
・
1
３
８
１

　
▼
古
物
高
価
買
取
＝
骨

董
品
、古
家
具
、古
道
具
、

お
も
ち
ゃ
、食
器
、贈
答

品
、終
活
、家
、倉
庫
の
片

付
け
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

見
積
も
り
無
料
。ご
み
で

捨
て
る
前
に
ご
一
報
く
だ

さ
い
。「
古こ

木ぎ

つ
ね
」坂
越

☎
０
９
０
・
１
２
４
０
・
７

４
６
１

　
▼
剪
定
・
伐
採
・
草
刈

・
芝
刈
り
承
り
ま
す
＝
ま

ず
は
お
気
軽
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。
庭
木
１
本
か
ら

の
ご
依
頼
も
お
受
け
し
ま

す
。
丁
寧
な
仕
事
を
し
ま

す
。「
御
庭
番
」
御
崎
☎

０
９
０
・
９
０
９
２
・
３

２
７
６
（
大
前
）

　
▼「
硝
州
屋
大
西（
が
ら

す
や
お
お
に
し
）」＝
鏡
、

硝
子
、テ
ー
ブ
ル
ト
ッ
プ
、

サ
ッ
シ
、網
戸
の
新
設
や

修
理
の
事
な
ら
お
任
せ
。

無
料
見
積
も
り
致
し
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。三
樋
町
１８
の
４
☎

４３
・
５
４
１
４

　
▼
予
約
制
な
の
で
＝
当

院
は
予
約
制
な
の
で
待
ち

時
間
は
少
な
い
で
す
○
自

閉
症
児
受
付
。「
谷
野
歯
科

医
院
」尾
崎
☎
４２
・
２
１
３

１　
▼
Ｇ
ｏ
英
会
話
無
料
＝

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
講
師
２
名
が
７
月
３

日
よ
り
毎
週
水
曜（
夜
７

〜
８
時
）初
級
と
中
級
の

２
ク
ラ
ス
で
教
え
ま
す
。

「
赤
穂
教
室
末
日
聖
徒
イ

エ
ス
キ
リ
ス
ト
教
会
」加

里
屋
２
１
７
１
の
１
☎
０

８
０
・
７
７
９
９
・
７
３
８

１　
▼
月
極
駐
車
場
＝
市
役

所
近
く
５
０
０
０
円
よ
り

○
貸
家
５
Ｄ
Ｋ（
加
里
屋

６０
の
３
）「
安
則
質
店
」加

里
屋
☎
４３
・
４
７
４
５

　
▼
小
型
ロ
ー
リ
ー
・
大

型
ロ
ー
リ
ー
運
転
手
急
募

＝
８
～
１７
時
の
間
（
基

本
）
で
８
時
間
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
勤
務
。
危
険
物
乙

４
免
許
必
要
（
大
型
免
許

保
有
者
同
時
募
集
）。
給

与
２４
万
円
～
（
年
齢
及
び

経
験
に
よ
る
）
昇
給
・
賞

与
あ
り
○
赤
穂
東
Ｓ
Ｓ
ス

タ
ッ
フ
２
名
募
集
。
７
〜

１９
時
の
間
の
９
時
間
（
休

憩
含
む
）
時
間
外
労
働
あ

り
（
月
平
均
２０
時
間
）
給

与
１８
万
円
〜（
年
齢
・
経
験

に
よ
る
）要
普
通
免
許
・
危

険
物
乙
４
（
入
社
後
取
得

可
）週
休
２
日（
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
勤
務
）。「
前
田
石

油
㈱
」
中
広
１
７
９
の
６

☎
４３
・
２
６
８
８

　
▼
サ
ク
ラ
グ
ミ
の
ホ
ー

ル
ス
タ
ッ
フ
募
集
＝
平
日

10
時
〜
15
時
ま
た
は
16

時
、
土
日
祝
日
10
時
〜
16

時
。
時
給
１
１
０
０
円
。

試
用
期
間
30
日
。
詳
し
く

は
面
接
に
て
。
御
崎
２
の

１
☎
４２
・
３
５
４
５

　
▼
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
募

集
＝
①
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

（
顧
客
管
理
、予
約
受
付
、

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、
チ
ェ
ッ

ク
ア
ウ
ト
対
応
な
ど
）。給

料
25
万
円
〜
。週
休
2
日
。

年
１
回
昇
給
あ
り
、
賞
与

年
2
回
。
各
種
保
険
等
完

備
。
交
通
費
支
給
。
経
験

者
優
遇
し
ま
す
②
ル
ー
ム

キ
ー
パ
ー
２
名
。
１１
時
〜

１５
時
、
週
２
日
程
度
入
れ

る
方
（
水
・
木
休
み
）。

経
験
者
優
遇
し
ま
す
。
時

給
は
経
験
者
１
２
５
０
円

〜（
試
用
期
間
１
週
間
）、

未
経
験
者
１
１
５
０
円
〜

（
試
用
期
間
１
か
月
）。

詳
し
く
は
面
談
に
て
。

「
ホ
テ
ル
　
カ
ー
サ
ヴ
ィ

ー
コ
」
御
崎
２
の
１
☎
５６

・
５
２
４
５
（
長
田
）

　
▼
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
作

業
員
＝
正
社
員
月
給
27
万

円
～
＋
残
業
手
当
。土
日

祝
休
み
。西
浜
北
町
の
工

場
内
勤
務
で
８
時
〜
１９
時

の
間
で
実
働
８
時
間
の
シ

フ
ト
制（
日
勤
の
み
）。残

業
少
な
目
。フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
で
雑
貨
品
の
入
出
荷

作
業
。リ
ー
チ
・
カ
ウ
ン
タ

ー
両
方
可
。フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
免
許
と
経
験
要
。「
四

国
合
同
通
運
㈱
」☎
０
９

０
・
１
５
７
０
・
１
７
４
６

（
井
内
）

　
▼
起
立
性
調
節
障
害

「
そ
よ
風
ひ
ろ
ば
」＝
６
月

３０
日（
日
）、塩
屋
公
民
館

和
室
で
１３
〜
１５
時
。心
も

か
ら
だ
も
ゆ
る
ま
る
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
。体
の
緊
張
を
ほ
ぐ

し
ま
せ
ん
か
。参
加
無
料
。

☎
０
９
０
・
３

７
２
４
・
１
８

２
９

　
▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

探
検
隊
＝
ど
の
よ
う
に
給

食
が
で
き
る
の
か
見
て
、

触
れ
て
、
体
験
で
き
る
探

検
ツ
ア
ー
。
７
月
２２
日

（
月
）１０
時
〜
１１
時
半
。
赤

穂
市
在
住
の
小
学
３
〜
６

年
生
２０
名
程
度
を
募
集
。

６
月
２８
日
ま
で
申
し
込
み

を
受
け
付
け
、
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
。「
赤
穂

市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」

☎
４８
・
７
１
５
１

　
▼
「
赤
穂
絵
画
を
楽
し

む
会
」
第
１４
回
ギ
ャ
ラ
リ

ー
展
＝
６
月
２１
日
（
金
）

〜
２３
日
（
日
）、
市
立
図

書
館
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

１０
〜
１８
時
。
☎
４２
・
１
５

０
８
（
溝
口
）

　
▼「
友
愛
供
養
」ペ
ッ
ト

供
養
＝
大
切
な
小
さ
な
家

族
の
為
に
ご
供
養
致
し
ま

す
。「
花
岳
寺
」☎
４２
・
２
０

６
８ 

〈
Ｈ
Ｐ
〉 https:

//kagakuji.jp

　
▽
23
日
＝
正
木
医
院

（
古
浜
町
１
７
４
）
☎
０

７
９
１
・
４５
・
３
５
５
５

休
日
急
患
診
療
医

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　
▼
…
海
浜
公
園
の
指
定

管
理
者
公
募
へ
説
明
会
、

１４
社
参
加
＝
赤
穂
海
浜
公

園
全
体
の
管
理
運
営
を
来

年
度
か
ら
２０
年
間
に
わ
た

っ
て
行
う
指
定
管
理
者
の

公
募
へ
向
け
た
現
地
説
明

会
が
こ
の
ほ
ど
あ
り
、
応

募
を
検
討
し
て
い
る
企
業

や
団
体
の
関
係
者
ら
が
施

設
を
視
察
し
た
。

　
同
公
園
は
１
９
８
７
年

に
開
園
し
た
兵
庫
県
立
の

都
市
公
園
。
県
は
公
園
の

さ
ら
な
る
魅
力
を
図
る
た

め
、
施
設
整
備
（
ハ
ー
ド

事
業
）
か
ら
イ
ベ
ン
ト

（
ソ
フ
ト
事
業
）
ま
で
民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
極
的

に
活
用
す
る
「
段
階
投
資

型
長
期
指
定
管
理
」
を
導

入
す
る
方
針
だ
。

　
県
が
公
表
し
た
指
定
管

理
者
の
募
集
要
項
に
よ
る

と
、
契
約
期
間
を
こ
れ
ま

で
の
５
年
か
ら
４
倍
に
延

長
し
、
指
定
管
理
者
が
自

ら
の
資
金
と
責
任
で
収
益

事
業
を
行
う
こ
と
を
認
め

る
。
収
益
事
業
に
よ
っ
て

得
た
純
利
益
の
５０
％
が
県

に
納
付
さ
れ
、
公
園
の
魅

力
ア
ッ
プ
経
費
に
活
用
す

る
。

　
説
明
会
は
５
月
２３
日
に

あ
り
、
他
の
公
立
公
園
で

指
定
管
理
の
実
績
を
持
つ

企
業
や
ホ
テ
ル
運
営
会
社

な
ど
１４
社
が
参
加
。
園
内

を
約
１
時
間
半
か
け
て
巡

り
、
各
施
設
の
概
要
に
つ

い
て
県
職
員
か
ら
説
明
を

受
け
た
。
参
加
者
の
一
人

は
「
敷
地
が
広
大
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
あ

る
」
と
公
園
の
伸
び
し
ろ

に
目
を
向
け
た
。
別
の
参

加
者
は
「
収
益
事
業
で
ど

れ
だ
け
魅
力
あ
る
提
案
が

で
き
る
か
に
力
を
入
れ
て

プ
ラ
ン
を
考
え
る
つ
も

り
」
と
話
し
た
。

　
県
は
９
月
下
旬
に
応
募

書
類
を
受
け
付
け
、
１０
月

に
書
類
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
審
査
を
実

施
。
１１
月
に
は
指
定
管
理

者
候
補
者
を
選
定
し
て
公

表
す
る
予
定
で
、「
公
園

の
魅
力
を
高
め
て
も
ら
え

る
提
案
を
期
待
し
て
い

る
」（
公
園
緑
地
課
）
と

話
し
て
い
る
。（
写
真
は

赤
穂
海
浜
公
園
の
指
定
管

理
者
公
募
へ
向
け
て
行
わ

れ
た
現
地
説
明
会
）

世
界
最
大
級

不
定
形
耐
火
物
の

新
プ
ラ
ン
ト
竣
工

品
川
リ
フ
ラ

　
工
業
用
耐
火
物
メ
ー
カ

ー
の
品
川
リ
フ
ラ
ク
ト
リ

ー
ズ
（
本
社
・
東
京
都
千

代
田
区
、藤
原
弘
之
社
長
）

が
２
０
２
１
年
４
月
か
ら

中
広
の
赤
穂
第
２
工
場
で

建
設
を
進
め
て
い
た
新
プ

ラ
ン
ト
が
竣
工
し
た
。

　
新
プ
ラ
ン
ト
は
鉄
骨
造

平
屋
建
て
約
２
万
４
０
０

０
平
方
㍍
。
３
年
を
超
え

る
工
期
と
４４
億
円
の
資
金

を
か
け
て
完
成
さ
せ
た
最

新
鋭
プ
ラ
ン
ト
で
、
製
鉄

所
設
備
や
焼
却
炉
を
は
じ

め
各
種
工
業
炉
な
ど
で
幅

広
く
使
用
さ
れ
る
不
定
形

耐
火
物
を
自
動
で
生
産
で

き
、
月
間
生
産
能
力
５
０

０
０
㌧
は
世
界
最
大
級
と

い
う
。

　
７
月
に
も
本
格
稼
働
を

開
始
す
る
予
定
。
新
プ
ラ

ン
ト
の
完
成
に
伴
い
、
西

日
本
地
区
の
不
定
形
耐
火

物
製
造
を
赤
穂
に
集
約

し
、
備
前
工
場
は
今
年
９

月
末
で
閉
鎖
す
る
。

　
１２
日
の
竣
工
式
で
あ
い

さ
つ
し
た
小
形
昌
徳
常
務

執
行
役
員（
６１
）は
「
来
年

に
創
業
１
５
０
周
年
を
迎

え
る
当
社
に
と
っ
て
将
来

の
成
長
戦
略
の
要
」
と
新

プ
ラ
ン
ト
に
懸
け
る
思
い

を
語
り
、「
新
し
い
設
備
を

導
入
す
る
こ
と
で
人
を
育

て
る
こ
と
が
大
切
。
創
業

２
０
０
年
に
向
け
て
未
来

世
代
に
事
業
を
つ
な
ぐ
道

筋
に
な
る
」と
展
望
し
た
。

（
写
真
は
新
プ
ラ
ン
ト
の

竣
工
式
で
稼
働
ボ
タ
ン
を

押
す
小
形
昌
徳
・
常
務
執

行
役
員
＝
同
社
提
供
）

子
ど
も
食
堂
で
功
績

岩
﨑
由
美
子
さ
ん

Ｒ
Ｃ
職
業
奉
仕
賞

　
地
道
に
社
会
貢
献
し
た

人
を
称
え
る
赤
穂
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
（
石
原
将
司

会
長
）
の
職
業
奉
仕
賞
の

贈
呈
式
が
加
里
屋
の
赤
穂

商
工
会
館
で
こ
の
ほ
ど
あ

り
、「
あ
こ
う
子
ど
も
食

堂
」
の
岩
﨑
由
美
子
さ
ん

（
５９
）＝
中
浜
町
＝
が
表
彰

さ
れ
た
。

　
岩
﨑
さ
ん
は
２
０
１
７

年
に
花
岳
寺
通
商
店
街
の

空
き
店
舗
を
活
用
し
て
市

内
初
と
な
る
子
ど
も
食
堂

を
開
設
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

仲
間
と
調
理
し
た
食
事
と

団
ら
ん
を
月
２
回
子
ど
も

た
ち
に
提
供
す
る
活
動
を

始
め
た
。
当
初
は
１０
人
程

度
だ
っ
た
来
場
者
数
は
回

数
を
重
ね
る
ご
と
に
増

え
、
会
場
を
市
民
会
館
へ

移
動
。
最
も
多
い
と
き
に

は
１
回
で
１
５
０
人
を
超

え
る
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
た
。

　
岩
﨑
さ
ん
の
取
組
を
契

機
に
赤
穂
市
の
補
助
制
度

が
整
備
さ
れ
、
市
内
に
複

数
の
子
ど
も
食
堂
が
生
ま

れ
る
後
押
し
と
な
っ
た
。

「
こ
れ
か
ら
は
運
動
を
広

げ
て
い
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
増
や
す
活
動
に
シ
フ
ト

し
た
い
」
と
、
あ
こ
う
子

ど
も
食
堂
は
今
年
３
月
末

で
区
切
り
と
し
、
今
後
は

人
材
育
成
に
力
を
注
ぐ
。

（
写
真
は
赤
穂
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
か
ら
職
業
奉
仕

賞
を
贈
呈
さ
れ
た
岩
﨑
由

美
子
さ
ん
）
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